
九州歯科学会総会 

評議員会・学術大会 
 

期 日 

令和 7 年（2025 年） 

6 月 21 日（土） 

～22 日（日） 

 

開催形式 

対面とオンラインによる

ハイブリッド開催 

 

会 場 

講演・ポスター会場は 

九州歯科大学講堂にて

(Teams による配信） 

 

会 費 

正会員：5,000 円 

コデンタル：1,000 円 

学部学生など：無 料 

 

演題登録 

令和 7 年（2025 年） 

2 月 1 日から３月１日 

学会 HP から登録 

 

最新情報はこちら 

 

 

  

九州齒科學會雜誌 

７８巻４号 内容紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総説（RV00005） 

閉塞性睡眠時無呼吸患者

への口腔内装置療法にお

ける多職種連携について

（槙原 絵理） 

 

 

総説（RV00006） 

歯科医療従事者が知って

おくべき栄養状態の評価

方法と補綴治療介入の影

響 

（辻澤利行 他） 

 

 

原著（OA00001） 

九州歯科大学歯学部口腔

保健学科新入生における

意識調査 

（黒石加代子 他） 

 

 

トピックス（TS00003） 

最新の研究動向シリーズ

（第１回） お口の健康

につながるメディカルハ

ーブを探索しよう 

（山﨑亮太） 

 

 

トピックス（TS00002） 

Tips for Our Readers（第

１回） コンポジットレ

ジン修復に必要な知識

（吉居慎二）  

 

 

トピックス（TS00001） 

特別寄稿 歯突起咬合論

（玉利尚之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年 

１月２５日 

季刊 

九 州 歯 科 学 会 広 報  

理 事 ： 吉 居 慎 二 

九 州 歯 科 学 会 事 務 局

kds.gakkai@gma il . co m  

TEL 093-57 1 - 9 5 5 5  

九 州 歯 科 学 会 雑 誌 事 務 局  

kds.za ssh i@g m ail.com 

九
州
歯
科
学
会
・
理
事
会
は

次
年
度
学
術
大
会
を
「
講
堂
」
で

開
催
す
る
と
決
定
し
た
。
事
前

に
は
講
義
室
と
し
て
い
た
た

め
、
開
催
場
所
の
変
更
と
な
る
。 

九
州
歯
科
大
学
講
堂
で
の
開

催
は
、
大
学
側
の
計
ら
い
で
半

額
で
の
賃
借
料
と
な
っ
て
い
る

が
三
〇
万
円
以
上
の
費
用
が
必

要
で
あ
る
。
一
方
、
昨
年
の
よ
う

に
講
義
室
を
使
用
し
た
場
合
は

三
万
円
程
度
と
格
安
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
赤
字
予
算
で
は
講

堂
で
の
開
催
は
不
可
能
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
九
州
歯
科
大
学
学 

長
・
大
学
院
科
長
の
意
向
に
て
、

学
術
大
会
の
口
演
・
ポ
ス
タ
ー

発
表
な
ら
び
に
特
別
講
演
が
大

学
院
と
の
共
催
に
な
っ
た
。
ゆ

え
に
、
賃
借
料
を
一
部
抑
制
で

き
る
算
段
と
な
り
、
前
年
度
の

黒
字
決
算
を
受
け
て
緊
急
に

「
講
堂
開
催
」
へ
と
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 

学
術
大
会
で
重
要
な
の
は
、

箱
で
は
な
く
内
容
で
は
あ
る
も

の
の
、
学
外
演
者
や
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
方
々
に
講
演
い
た
だ
く

際
に
、
講
義
室
で
行
う
よ
り
は

威
厳
あ
る
講
堂
の
方
が
喜
ん
で 

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
聴
衆
収

容
の
規
模
も
は
る
か
に
大
き
く

な
る
。
会
員
の
思
い
出
に
残
る

よ
う
な
大
規
模
な
学
術
大
会
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

会
員
皆
様
の
事
前
準
備
の 

協
力
が
必
要
で
す 

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
が
講
堂
で
も
可
能
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
事
前

準
備
が
大
が
か
り
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
達
成
の
た

め
に
は
、
以
前
講
堂
開
催
を
し

て
い
た
時
の
よ
う
に
、
大
会
前

日
に
大
勢
で
準
備
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
若
い
会
員
に
は
新
規

の
こ
と
で
負
担
に
感
じ
る
だ
ろ

う
が
、
よ
り
良
い
学
術
大
会
開

催
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。 

た
状
況
を
抜
け
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
後
こ
の
状
況
が
継
続

し
て
い
く
か
ど
う
か
は
不

透
明
だ
。 

 

歯
科
臨
床
に
お
い
て
は

EBM

に
基
づ
い
た
医
療
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
（RCT

）
を
行
う
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
多
く
の
「
症
例
報
告
」
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

九
齒
學
會
誌
で
は
「
臨
床

報
告
」
と
し
て
随
時
投
稿
を

受
け
付
け
て
い
る
。
左
記
の

論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

九
州
歯
科
学
会
雑
誌
に

お
け
る
症
例
報
告 

次
年
度
九
齒
學
會
大
会 

講
堂
開
催
に
変
更

 

學
會
誌 

投
稿
数
増
加 

症
例
報
告
の
投
稿
を 

九
州
歯
科
学
会
雑
誌
は

九
州
歯
科
大
学
の
紀
要
で

は
な
い
。
大
学
と
は
独
立

し
た
組
織
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
大
学
設
立
前
か
ら
存

在
し
て
お
り
、
九
州
・
山

口
地
域
に
歯
科
教
育
機
関

が
皆
無
で
あ
っ
た
頃
に
設

立
さ
れ
て
い
る
（
福
岡
今

泉
に
専
門
学
校
が
あ
っ
た

時
代
）。 

そ
の
た
め
「
九
州
と
そ

の
近
隣
地
域
を
対
象
と
し

た
歯
科
研
究
に
関
す
る
総

合
学
会
」
と
い
う
の
が
正 

式
な
役
割
で
あ
る
。 

 

本
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
広

報
の
効
果
が
あ
っ
た
の

か
、
九
州
歯
科
学
会
誌
（
以

下
九
齒
學
會
誌
）
へ
の
投

稿
が
増
加
し
て
い
る
。
昨

年
の
一
二
月
に
七
八
巻
四

号
が
刊
行
さ
れ
、
七
九
巻

一
号
の
編
集
（
三
月
刊
行

予
定
）
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
年
間
の
推
定
論
文
数

は
二
十
本
に
達
す
る
と
想

定
さ
れ
、
こ
こ
十
年
間
、
九

齒
學
會
誌
の
掲
載
論
文
数

が
年
に
五
～
八
本
で
あ
っ

た 

mailto:kds.gakkai@gmail.com
mailto:kds.zasshi@gmail.com
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kds/78/3/78_ER00001/_article/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kds/78/3/78_ER00001/_article/-char/ja


  

九歯大 OBの 43’s 先生による漫画連載第2弾 



 

４３‘ｓ先生に激励のＸ投稿を！ネタも募集しています！！ 


